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資料 報 3-3 

令和 3 年度 第 5 回 第 3 部会（教育連携・社会教育/防災・防犯/歴史・文化） 会議概要 

日 時 令和３年１０月１３日（水）午前１１時〜 
会 場 中央区役所 5 階 ５０１会議室 
出 席 委 員 川端委員、髙田委員、大竹委員、吉岡委員、田中（雅）委員、田中(鈴)委員、小

川委員、⻄潟委員 
欠 席 委 員 桐生委員 
関 係 課 ＜地域課産業文化振興室＞福田主事 

＜中央公⺠館＞笠原主査 
＜中央区教育⽀援センター＞嶋倉所⻑ 

事 務 局 ＜地域課＞小柳係⻑、若槻主査、田島副主査 
 

議 題 前回部会のグループワークふりかえりと取り組み内容の検討について 

会議内容 
及び 

決定事項等 

〇前回グループワークのまとめ報告（事務局）       
 ・各グループででたキーワードの洗い出し 
  - 学校、若者、高齢化、経済の中心、文教、港町、歴史、など 
 ・両グループの共通事項 

- 若者や学校との連携（若者の力の活用） 
- 若者の居場所をつくる 

  - 中央区の成り立ちや文教のまちの認識を深め、PR する 
  - 過去から未来を見通す取組み 
 
〇各委員より意見 
 ・対象者とする若者の範囲を絞る必要がある。 
 ・若者のまちのイメージの発信方法を考える必要がある。 
 ・若者（高校生〜大学生，専⾨学生）からの発信はどうか。 
 ・若者から中央区の将来を提案してもらう。 
 ・成果物はペーパーレスとし，電子媒体としたい。 
 ・若者に限らず，新潟市の成り立ちを知らない人が多い。 
 ・鳥屋野潟や古町，沼垂など場所を絞ると学生も分かりやすいのではないか。 
 ・部会として現状を認識する必要がある。 
  ⇒中央区在住の方，学生，市職員を対象に 

中央区に関するアンケートを実施するのはどうか。 
 
次回の部会では，アンケートの実施要否とその内容含め，今後の具体的な取組み
について，検討することとした。 

そ の 他  
 


